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スペク トルの解析方法は,薄膜近似 を用い,ローレンツ関数の重ね合わせ として,最小二乗
法による実験値 との重ね合わせを基本 とし,モデル計算 との比較 も行 った｡
スペク トルか ら鉄濃度 0.5- 1.5at.goの Cu-Fe合金 の急冷直後 の鉄原子の状態 として,
単独 Fe,Fe-Fe対及びFe-Fe-Fe等の小クラスター群が同定できた｡更に,室温時効 に
おける,安定なクラスター-の移行なども観測 された｡この鉄原子 の移動に空孔による機構 を




















この研究では,Arレーザ光またはNe-Heレーザ光をSn トンネル接合に照射 し･, 次の2
つのことを行った｡
i)一様な光を照射して,準粒子を作 り,同じ接合でトンネル注入を行った場合と比較して,
ギャップの不均一の様子を調べること｡
i) トンネル注入によって不均一ギャップの状態になった接合の面上を約20pm径のスポッ
ト光を掃引し,ギャップの空間的不均一を調べること｡
i)の結果からは,光励起の場合には,注入の場合のような不均一ギャップ状態は生じない
で,ギャップは均一に減少していくことを確認した｡このことから光励起では,注入の場合に
考えられているような準粒子の異常拡散 (低濃度領域から高濃度領域-の拡散 )はおこらない
と考えられる｡さらにi)の空間分布を求めた結果 とあわせて考察すると,注入の場合の不均
一ギャップの原因は,異常拡散が主ではなく,接合の配置などによる境界条件によって,接合
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